　　　≪　事前ワークシート　事例提供者記載用　研修9日目用　≫　　　☆
	受講者氏名・受講番号
	（受講番号：　　　　　　　　　）


研修９日目にＡ４→Ａ３に拡大したものを２枚持参してください。
（２枚の内訳は１枚がご自身用、１枚が講師用となります。）
１．「利用者基本情報（提出様式B）」、と「リ・アセスメント支援シート（提出様式Ｃ）」の『状態欄』について補足説明したいこと。
	


２．Aさんの尊厳を理解する上で「Aさんらしさ」を表し、Aさんに伝わるキイワードを記載してください。
(ここでの「Aさん」は事例の利用者をさしています)（「Aさんらしさ」は裏面参照）
	


３．「Aさんらしさ」を理解するために、さらに必要な情報
	①
	②
	③


４．「ケアマネジメント自己評価表」（提出様式J）のAさんのアセスメント（NO35，37，41）について
	NO
	内容
	評価結果を
転記〇×△
	自己評価に対するコメント


	35
	社会交流
	
	

	37
	心理、ストレス
	
	

	41
	ケアマネの判断
	
	


５．「ケアマネジメント自己評価表」（提出様式J）のAさんのケアプラン（55，60，62）について
	NO
	内容
	評価結果を
転記〇×△
	自己評価に対するコメント


	55
	ニーズ
	
	

	60
	目標
	
	

	62
	援助内容
	
	


６．「ケアマネジメント自己評価表」（提出様式J）のAさんのサービス担当者会議（NO74，75，78）について
	NO 
	  内　　　　容
	評価結果を転記〇×△
	自己評価に対するコメント

	74


	サービス担当者会議の欠席者に対する事前の意見聴取
	
	

	75

	サービス担当者間での必要な情報の共有について
	
	

	78 
	サービス担当者会議で解決できなかった残された課題について
	
	


　　　
７－１．Aさんのケアマネジメントについて主任介護支援専門員に指導・支援して欲しいこと
上記のNO35,37,41,55,60,62,74,75,78の自己評価結果から指導・支援を受けたいと考えたものがありますか？ありましたら番号を記載し、理由を記載してください。（指導テーマの決定の演習に活用）
	No.


７－２．その理由
	


　以上、グループワークの参加者として、上記の記載事項を参考にして活発に意見交換してください。

≪参考：「〇〇さんらしさ」について事例提供者と参加者が共有するねらい≫
「○○さんらしさ」を考える目的は、単に利用者の特徴でなく、その人の尊厳を意識して事例検討に臨むためです。困難事例の検討場面では、問題を抱えた人、ケアマネジャーの手を煩わせる利用者としてとらえる傾向が強いので、利用者の尊厳を忘れないで検討することが目的です。プラス志向で、ストレングスの視点で考えることが重要ですが、その人が理解できる言葉で違和感を感じない表現
を見つけて、直接「らしさ」を伝えてみましょう。「〇〇さんらしいですね」と言われて、嬉しそうに、にこっとするような、いわれた意味が理解できる、親しみやすい文章を見つけましょう。
　例示「他人のことをほっておけない世話好きな人」「苦労人」「腕のいい大工さん」等
（研修9日目配布予定テキストより抜粋）
「個別事例を通じた介護支援専門員に対する指導・支援の展開」個別事例指導演習

